
議会からのたより
第52号

◆
教
育
委
員
会
の
活
動
状
況
に
関
す

る
点
検
・
評
価
報
告
書
（
令
和
３

年
度
対
象
）

　
【
一
般
会
計
】

◆
経
営
発
展
支
援
事
業
費
補
助
金

７
３
５
万
３
千
円
新
規

◆
民
有
林
等
整
備
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　

 

２
９
４
万
６
千
円
増

◆
町
道
共
栄
線
（
第
２
共
栄
橋
）
災

害
復
旧
工
事

　
　
　
　

 

１
，
７
０
０
万
円
新
規

◆
道
路
災
害
復
旧
工
事

４
，
６
４
０
万
円
増

◆
普
通
河
川
災
害
復
旧
工
事

２
３
０
万
円
新
規

　
９
月
12
日
か
ら
９
月
15
日
の
４
日

間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
報
告　

４
件
、
補
正
予
算
３
件
、
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
７
件
、
意
見
案
３

件
、
発
議
２
件
の
合
計
19
件
の
議
案

が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
白
井
議

員
、
山
下
議
員
の
２
名
が
行
い
、
会

期
を
１
日
残
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

◆
８
月
８
日
の
大
雨
に
よ
る
被
害
状

況
〈
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
〉

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
状
況

◆
令
和
４
年
度
普
通
交
付
税
等
の
決

定
◆
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
及
び
全

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会

出
場
結
果

◆
専
決
処
分
の
承
認

・
令
和
４
年
度
遠
別
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

◆
令
和
３
年
度
健
全
化
判
断
比
率
の

報
告

◆
令
和
３
年
度
資
金
不
足
比
率
の
報

告

第
６
回
定
例
会

議会の主な動き
( 令和４年８月～令和４年 10 月）

８月 19 日
　戦没者・功労者追悼式に議長外議員
多数出席
８月 25 日
　第６回議会全員協議会開催
８月 29 日
　第３回議会運営委員会開催
９月８日
　遠別町敬老会に議長外議員多数出席
９月 12 日
　第２回総務産業・文教厚生常任委員
会合同会議開催
９月 15 日
　総務産業・文教厚生常任委員会合同
町内所管事務調査を実施
10 月７日
　第７回議会報発行特別委員会開催
10 月 13 日
　『北海道縦貫自動車道　士別市～稚内
市間』北・北海道高速交通フォーラム
出席のため議長中川町に出張
10 月 17 日
　第１回議会改革検討特別委員会開催
10 月 24 日
　第８回議会報発行特別委員会開催

行
政
報
告

報　
告

主
な
補
正
予
算
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議会からのたより
第52号

8 月 8 日大雨

◆
急
激
な
物
価
高
騰
か
ら
く
ら
し
と

営
業
を
守
る
緊
急
の
経
済
対
策
を

求
め
る
意
見
書

　

提
出
者　

山
本
議
員

　

賛
成
者　

木
村
議
員
、
白
井
議
員

◆
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
２

割
化
を
中
止
し
、｢
原
則
１
割｣

の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
者　

山
本
議
員

　

賛
成
者　

木
村
議
員
、
白
井
議
員

◆
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資
本

整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

　

提
出
者　

小
森
議
員

　

賛
成
者　

柏
谷
議
員
、
山
本
議
員

　

意
見
案
は
９
月
14
日
の
議
会
定
例

会
で
採
択
さ
れ
、
国
の
関
係
機
関
に

送
付
し
た
。

　

議
員
定
数
等
に
つ
い
て
協
議
を
行

う
た
め
、「
議
会
改
革
検
討
特
別
委

員
会
」
を
設
置
し
、
議
員
９
名
全
員

を
委
員
に
選
任
し
、
協
議
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

委
員
長

小
森　
嘉
孝

副
委
員
長

山
本　
仁
美

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

の
設
置
及
び
委
員
の
選
任

意
見
案

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

第
６
回
定
例
会

８
月
８
日
の
大
雨
に
よ
る

被
害
状
況

　

８
月
８
日
は
、
南
か
ら
暖
か
く

湿
っ
た
空
気
が
流
入
し
た
た
め
、

大
気
の
状
態
が
非
常
に
不
安
定
と

な
り
、
局
地
的
に
非
常
に
激
し
い

雨
が
降
り
、
遠
別
町
で
は
14
時
15

分
に
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発
令
さ

れ
、
日
雨
量
が
２
１
９・０
ミ
リ
を

観
測
し
、
観
測
史
上
１
位
を
更
新

す
る
大
雨
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
雨
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
大
雨
に
よ
り
市
街
地
の
低

地
部
で
は
、
道
路
が
冠
水
し
、
北

留
萌
消
防
組
合
遠
別
支
署
に
よ
る

排
水
作
業
を
行
う
と
と
も
に
、
職

員
は
市
街
地
以
外
の
地
区
の
被
害

状
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
町
の
被
害
状
況
は
、
人
的
被

害
、
住
宅
の
床
下
床
上
浸
水
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
河
川
公

園
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
が
冠
水
し
た

ほ
か
、
農
業
被
害
で
は
、
水
田
、

畑
合
わ
せ
て
23
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
冠

水
、
一
部
農
地
へ
の
土
砂
流
入
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
道
に
お
い
て
は
、
歌
越
幸
和

線
や
富
士
見
線
・
旭
線
な
ど
10
路

線
16
箇
所
で
法
面
崩
壊
、
路
肩
崩

壊
、
路
盤
流
出
と
橋
梁
１
箇
所
で

護
岸
崩
壊
が
あ
り
、
林
道
で
も
東

野
線
や
中
央
線
、
ル
ベ
シ
線
に
お

い
て
法
面
崩
壊
、
路
肩
崩
壊
、
路

盤
陥
没
、
流
出
な
ど
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
普
通
河
川
に
お
い
て

は
、
２
河
川
２
箇
所
で
護
岸
崩
壊
、

護
岸
背
面
の
土
砂
流
出
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
改
良
区
の
施
設
で

は
、
遠
別
川
に
設
置
し
て
い
る

頭
首
工
３
箇
所
に
お
い
て
、
エ
プ

ロ
ン
部
、
護
岸
の
流
失
や
護
床
ブ

ロ
ッ
ク
の
移
動
、
用
排
水
路
へ
の

土
砂
流
入
、
堆
積
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。

　

復
旧
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
早

急
に
対
応
が
必
要
な
一
部
箇
所
に

つ
い
て
は
、
既
に
復
旧
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
な
お
、
補
助
災

害
の
対
象
と
な
る
被
災
に
つ
い
て

は
、
申
請
の
作
業
中
で
あ
り
ま
す

の
で
、
査
定
後
の
復
旧
と
な
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
大
雨
と
そ
の

後
の
地
震
被
害
に
よ
る
中
川
町
の

断
水
に
伴
う
要
請
を
受
け
、
水
道

水
を
提
供
し
ま
し
た
こ
と
も
併
せ

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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議会からのたより
第52号

第  

６  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

町
外
へ
の
転
出
者
が
年
々
増
加

し
て
お
り
、
空
家
対
策
は
以
前

に
質
問
し
、条
例
が
制
定
さ
れ
、徐
々

に
だ
が
進
展
が
見
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
住
宅
解
体
を
し
て
転
出

し
た
跡
地
は
、
放
置
さ
れ
、
雑
草
が

繁
茂
し
て
い
る
所
が
見
ら
れ
、
特
に

市
街
地
に
お
い
て
景
観
上
、
ま
た
、

環
境
上
も
悪
く
、
近
く
の
住
民
は
迷

惑
を
し
て
い
る
と
の
声
を
聞
く
。

　
不
在
地
主
に
強
く
指
導
を
す
る
な

ど
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

遠
別
町
で
は
人
口
の
減
少
が
進

ん
で
お
り
、
土
地
の
需
要
構
造

が
変
化
し
て
い
る
こ
と
で
、
特
に
市

街
地
で
は
閉
鎖
さ
れ
た
店
舗
や
住
宅

な
ど
が
解
体
さ
れ
、
そ
の
後
、
利
用

さ
れ
な
い
土
地
が
目
立
っ
て
い
る
。

　

管
理
水
準
の
低
下
し
た
土
地
は
、

樹
木
や
雑
草
が
繁
茂
し
て
近
隣
に
不

快
感
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
害
虫

の
発
生
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
、
火
災

の
誘
発
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

起
き
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
し
ま
う
。

　

空
き
地
の
適
正
な
管
理
に
つ
い
て

は
、｢

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律｣

に
お
い
て
、
土
地
所

有
者
又
は
土
地
占
有
者
に
対
し
て
土

地
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
を
義
務
と
し

て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
努
力
義
務
と

し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
空
き
地
に
対
し
て
具
体
的
な
規

制
を
行
う
法
律
は
な
い
。

　

実
際
、
空
き
地
に
雑
草
が
繁
茂

し
て
い
る
場
合
、
草
刈
り
は
努
力
義

務
と
し
て
土
地
所
有
者
又
は
土
地
占

有
者
が
意
識
し
て
行
う
必
要
が
あ
る

の
で
、
民
有
地
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

土
地
所
有
者
又
は
土
地
占
有
者
の
責

務
で
あ
る
こ
と
の
周
知
に
努
め
、
不

在
地
主
に
は
、
状
況
に
応
じ
て
、
土

地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
す
る
文

書
を
送
付
し
、
町
民
の
適
正
な
生
活

環
境
の
保
持
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

再　
質　
問

住
み
続
け
ら
れ
る
心
豊
か
な
生

活
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
本
町
に
お
い
て
は
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
実
施
さ
れ
、
国

道
沿
い
、
町
道
沿
い
は
良
好
な
環
境

と
な
っ
て
い
る
。
国
道
沿
い
空
き
地
、

空
き
家
跡
地
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
所
有
者
に
対
し
、
空
き
地

の
適
正
な
管
理
が
必
須
で
あ
る
が
、

ど
の
程
度
に
な
っ
た
ら
適
正
な
管
理

の
お
願
い
を
す
る
文
書
を
送
付
す
る

の
か
。町

の
中
心
街
の
土
地
は
、
不
在

地
主
が
持
っ
て
い
る
土
地
で
、

そ
れ
を
借
り
て
皆
さ
ん
生
活
し
て
る

と
こ
ろ
が
多
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
中
、
遠
別
か
ら
転
居
さ
れ
て

空
き
地
に
な
っ
て
い
る
土
地
が
、
草

が
繁
茂
し
て
い
る
と
大
変
み
に
く
い

状
況
だ
と
押
さ
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
ど
の
程
度
ま
で
い
っ
た
ら

と
い
う
質
問
だ
が
、
こ
れ
は
、
ど
の

程
度
と
い
う
の
が
誠
に
難
し
い
。
周

り
の
環
境
が
き
れ
い
に
な
っ
た
状
況

の
段
階
に
て
、
不
在
地
主
の
方
に
は

適
正
な
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
お
願
い
す
る
文
書
を
発
出
す
る
。

今
の
段
階
で
何
が
基
準
か
と
言
わ
れ

て
も
、そ
れ
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
先
に
申
し
た
が
、
法
律
の
定

め
は
あ
る
が
強
制
力
が
な
い
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
で
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
話
し

合
い
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　

町
と
し
て
も
、
不
在
地
主
の
と
こ

ろ
に
行
っ
て
そ
の
土
地
を
、
町
の
経

費
で
刈
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
地

主
の
方
に
環
境
を
整
備
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、
い
つ

に
な
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
も

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
不
在
地

主
の
空
き
地
、
そ
れ
ら
の
管
理
・
監

督
を
、町
内
会
、町
も
含
め
て
、話
あ
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

現
状
と
し
て
、
こ
う
い
う
形
で
踏

み
出
す
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
、
言
及
で
き
る
段
階
で
は
な
い
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

町
政
を
問
う

問答

問答

白井議員　 問 住宅解体後の空き地管理について。

笹川町長　 答 管理状況に応じて所有者、占有者に適正な管理をお願いする。
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議会からのたより
第52号 山下議員　 問 スクールソーシャルワーカーの配置も必要ではないか？

佐藤教育長 答 来年度に向け、道の派遣事業を活用及び予算を要望する。

全
国
各
地
の
学
校
で
は
、心
理

の
専
門
家
で
あ
る
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
福
祉
の
専
門
家
で
あ

る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
配
置
が
増
加
し
て
お
り
、受
験
勉

強
や
い
じ
め
、不
登
校
な
ど
学
校
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
、こ
う
し

た
問
題
を
解
決
す
る
手
段
の
ひ
と
つ

と
し
て
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
重
要
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
本
町

で
も
、北
海
道
の
事
業
を
活
用
し
て

月
に
１
回
程
度
来
校
し
て
い
る
が
、

来
校
日
数
が
少
な
い
た
め
、き
め
細

か
な
対
応
、連
携
が
難
し
い
と
の
声

も
あ
る
。ま
た
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
、配
置
さ
れ

て
い
な
い
。

　
本
町
の
小
中
学
校
で
も
、福
祉
の

観
点
か
ら
問
題
解
決
が
期
待
で
き
る

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

配
置
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

教
育
長
に
伺
う
。

全
国
的
に
も
不
登
校
の
状
態
の

子
ど
も
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、そ
の
原
因
や
適
し
た
対
処
方
法

は
、子
ど
も
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。

文
部
科
学
省
デ
ー
タ
で
は
、令
和
元

年
で
20
万
人
以
上
の
不
登
校
生
徒
が

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。人
間

関
係
、勉
強
問
題
、精
神
状
態
な
ど
そ

の
数
の
分
だ
け
、そ
れ
ぞ
れ
の
原
因
が

あ
る
。今
も
何
十
万
人
も
の
保
護
者

が
、不
登
校
の
理
由
と
そ
の
子
に
合
っ

た
対
処
方
法
を
求
め
て
い
る
。

　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

は
、社
会
福
祉
に
関
す
る
専
門
的
知

識
を
有
す
る
方
に
学
校
現
場
に
入
っ

て
も
ら
い
、児
童
生
徒
の
置
か
れ
て
い

る
、学
校
・
家
庭
・
友
人
関
係
・
地
域
等

に
対
し
、関
係
機
関
等
と
連
携
し
な

が
ら
課
題
を
改
善
し
、問
題
解
決
へ

と
導
く
こ
と
が
役
割
と
な
っ
て
い
る
。

　

留
萌
管
内
で
は
、増
毛
町
、羽
幌

町
、天
塩
町
で
独
自
に
導
入
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、北
海
道
事
業
と
し
て
苫
前

町
に
導
入
さ
れ
て
お
り
、家
庭
と
学

校
と
の
連
携
、調
査
、解
決
に
向
け
て

の
調
整
の
必
要
性
が
重
要
視
さ
れ
て

い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、不
登
校
の
児
童

生
徒
や
別
室
登
校
を
し
て
い
る
子
ど

も
が
お
り
、心
理
的
サ
ポ
ー
ト
が
中

心
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
と

も
に
、虐
待
・
い
じ
め
、暴
力
行
為
・
不

登
校
等
の
改
善
を
目
的
に
、ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
、保

護
者
や
教
員
と
協
力
し
な
が
ら
、関

係
機
関
と
の
連
携
・
調
整
す
る
こ
と

は
有
益
で
あ
る
と
考
え
、教
育
委
員

会
と
し
て
は
、次
年
度
に
向
け
て
北

海
道
事
業
の
活
用
希
望
を
提
出
し
て

お
り
、前
向
き
に
設
置
に
向
け
て
検

討
し
て
い
る
。再　

質　
問

本
町
に
お
い
て
も
不
登
校
児

が
い
る
と
い
う
こ
と
で
、早
急

な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
、北
海

道
へ
事
業
活
用
の
希
望
の
提
出
と
い

う
こ
と
で
、補
助
金
等
の
対
応
が
な

か
っ
た
場
合
、町
独
自
で
の
配
置
は

検
討
す
る
の
か
。

来
年
度
に
向
け
て
、現
在
、道
の

派
遣
事
業
に
要
望
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、当
然
採
択
さ
れ
な
い
場

合
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

次
年
度
に
向
け
て
予
算
編
成
に
要
望

し
て
い
き
た
い
。

問

答

問

答

遠別小学校 遠別中学校
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問

議会からのたより
第52号

問

問答

問答 【
一
般
会
計
（
歳
出
）】

― 
総
　
務
　
費 

―

生
活
支
援
助
成
券
の
使
用
率
は

家
計
へ
の
支
援
、
更
な
る
町
内

へ
の
景
気
対
策
と
し
て
、
町
民

に一人
当
た
り
１
万
円
の
助
成
金
を

交
付
し
、
町
民
の
人
達
か
ら
あ
り
が

た
い
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

こ
の
助
成
券
の
換
金
率
は
？

最
終
的
な
利
用
率
は
、
交
付

実
績
が
２
，
５
１
９
人
で
97
・

７
％
の
利
用
率
と
な
っ
て
い
る
。

― 

教
　
育
　
費 

―

給
食
費
負
担
に
つ
い
て

学
校
給
食
の
関
係
だ
が
、
こ

れ
は
、
子
育
て
世
代
応
援
と

い
う
こ
と
で
、
令
和
３
年
か
ら
７
年

の
５
か
年
間
の
負
担
を
半
分
に
、
町

が
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
３
年

度
は
、
コ
ロ
ナ
の
交
付
金
を
充
て
て

給
食
費
は
０
円
の
負
担
と
い
う
こ
と

か
。

保
護
者
の
負
担
は
０
円
で
あ

る
。

保
護
者
の
負
担
が
０
円
と
い
う

の
は
、
こ
れ
に
馴
染
ん
で
し
ま

う
と
、
当
然
、
給
食
費
の
支
払
い
は
、

難
し
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
う

が
、
半
分
を
７
年
ま
で
減
免
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
今
年
も
コ
ロ

ナ
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
場
合
、
今
は

半
分
の
負
担
を
し
て
る
と
思
う
が
、

そ
う
い
う
話
は
あ
る
の
か
。

昨
年
か
ら
結
果
的
に
は
保
護

者
負
担
０
円
、
一
部
、
き
ら

り
や
、
先
生
の
分
に
つ
い
て
は
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
が
昨
年
、
今

年
も
２
年
続
け
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の

部
分
が
で
な
く
な
れ
ば
、
当
然
、
２

分
の
１
だ
け
の
負
担
で
い
い
と
い
う

形
に
は
な
る
が
、
そ
の
半
分
で
も
、

も
ら
え
る
の
か
と
い
う
部
分
は
、
何

と
な
く
気
持
ち
は
わ
か
る
と
思
う
。

た
だ
こ
れ
は
、
予
算
の
関
係
、
町
長

の
考
え
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
予

算
編
成
に
向
け
て
詰
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

【
一
般
会
計
（
歳
入
）】

固
定
資
産
の
不
納
欠
損

固
定
資
産
税
で
、
不
能
欠
損
額

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
３
年
度
で

不
納
欠
損
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

固
定
資
産
の
不
納
欠
損
額
、

１
万
８
，
３
０
０
円
だ
が
、

こ
れ
は
、
地
方
税
法
の
18
条
の
第
１

項
で
、
こ
の
方
は
死
亡
さ
れ
、
死
亡

さ
れ
た
後
、
身
内
の
方
の
ほ
う
へ

行
っ
た
が
、
そ
ち
ら
の
方
も
死
亡
さ

れ
、
行
く
と
こ
ろ
が
な
く
な
り
、
５

年
間
に
よ
る
時
効
に
よ
り
不
納
欠
損

と
し
て
い
る
。

５
年
間
と
い
う
こ
と
だ
が
、

収
入
未
済
額
も
か
な
り
あ
る
。

こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
形
で
処
理
し
て

い
く
の
か
。

収
入
未
済
額
に
つ
い
て
は
、

62
万
３
，
２
７
８
円
、
内
訳

と
し
て
は
、
５
件
の
方
が
い
る
。
そ

し
て
、
町
内
３
件
と
町
外
２
件
で
、

こ
ち
ら
の
５
件
の
方
と
は
、
接
触
等

は
し
て
い
る
が
、
住
民
負
担
の
公
平

を
保
つ
観
点
と
、
町
と
し
て
も
自
主

財
源
に
な
る
の
で
、
こ
れ
は
、
収
納

率
を
向
上
す
る
と
い
う
の
が
、
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。

　

庁
舎
内
で
各
徴
収
部
門
で
集
ま

り
、
年
２
回
ほ
ど
会
議
も
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
ど
う
い
う
状
況
な

の
か
、
生
活
実
態
の
把
握
な
ど
も
実

際
や
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
、
悪
質
な

滞
納
者
の
場
合
は
、
預
金
の
調
査
な

り
も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
今

後
も
厳
し
く
対
応
し
て
い
く
形
に
な

る
と
思
う
が
、
税
負
担
の
公
平
の
原

則
が
あ
る
の
で
、
徴
収
に
は
さ
ら
に

最
善
の
努
力
は
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

令
和
３
年
度　
各
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会　
９
月
13
日

問答 答

答
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問

答

問 問

問答 問答

問

答

問答 問答

議会からのたより
第52号

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
歳
出
）】

傷
病
手
当
金
の
申
請
・
周
知
方
法
は

傷
病
手
当
金
だ
が
、
当
初
予

算
50
万
円
を
計
上
し
て
い
る

が
、
病
気
や
怪
我
な
ど
で
休
ん
だ
と

き
に
、
手
当
金
と
し
て
出
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
３
年
度
は
０
件
か
。

３
年
度
は
、
０
件
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
個
人
が
申
請
を
す

る
と
い
う
こ
と
か
。

申
請
に
つ
い
て
は
、
個
人
の

方
か
ら
の
申
請
に
な
る
が
、

実
際
、
減
収
、
病
気
等
に
よ
り
仕
事

を
休
ん
で
、
例
え
ば
、
給
与
が
で
な

い
と
か
と
い
う
減
収
に
つ
い
て
は
、

会
社
、
雇
用
主
か
ら
の
減
収
証
明
、

医
師
の
診
断
書
等
も
申
請
と
し
て
は

必
要
に
な
る
。

こ
れ
は
、
４
日
目
か
ら
の
支

給
が
可
能
で
、
新
し
く
で
き

た
科
目
だ
っ
た
と
思
う
が
、
国
保
関

係
の
方
々
へ
の
周
知
は
？

昨
年
か
ら
窓
口
で
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
に
よ
る
周
知
と
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い

る
。

【
簡
易
水
道
特
別
会
計（
歳
出
）】

不
用
額
の
主
な
理
由
は

役
務
費
だ
が
、
い
ろ
い
ろ
な

項
目
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、

主
な
不
用
額
の
理
由
は
。

水
質
検
査
手
数
料
の
残
で
あ

る
。

水
質
検
査
手
数
料
の
不
用
額

が
36
万
ぐ
ら
い
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
が
、
手
数
料
が
下
が
っ
た

の
か
、
検
査
項
目
が
な
く
な
っ
た
の

か
、
回
数
が
減
っ
た
の
か
。

法
令
で
定
め
ら
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
実
施

し
て
い
る
の
で
変
動
は
な
い
が
、
災

害
時
等
の
緊
急
時
の
検
査
手
数
料
が

実
施
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
分
の

残
と
な
っ
て
い
る
。

【
介
護
保
険
特
別
会
計（
歳
出
）】

介
護
認
定
審
査
会
の
減
額
は
な
に
か

介
護
認
定
審
査
会
費
の
負
担

金
の
減
額
は
ど
う
し
て
か
。

主
な
要
因
は
、
遠
別
・
天
塩
・

幌
延
の
３
町
で
共
同
設
置
を

し
、
事
務
局
の
あ
る
天
塩
町
で
、
こ

の
事
務
に
携
わ
っ
て
い
る
会
計
年
度

職
員
の
人
件
費
が
減
額
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
に
伴
う
負
担

金
の
減
額
に
よ
る
執
行
残
で
あ
る
。

【
町
立
国
保
病
院
事
業
会
計（
歳
出
）】

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
認
証
制
度
シ
ス

テ
ム
の
利
用
者
数
と
認
識
方
法
は

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
制
度
シ

ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
が
、
資

格
情
報
の
確
認
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
、
３
年
度
で
ど

の
ぐ
ら
い
の
件
数
が
あ
っ
た
の
か
。

窓
口
で
カ
ー
ド
を
使
い
確
認

さ
れ
た
方
は
、
３
名
。

こ
れ
は
何
を
提
示
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
資
格
確
認

が
で
き
、
ど
の
よ
う
な
形
で
こ
れ
を

認
識
さ
せ
る
の
か
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
ら
れ
た

方
が
、
健
康
保
険
証
の
情
報
等
を
紐

付
け
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
チ
ッ
プ
の
中
に
情

報
が
入
る
。
そ
れ
を
窓
口
に
あ
る
機

器
に
カ
ー
ド
を
挿
入
し
て
、
所
有
者

の
方
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
の
指
示
に

従
い
、
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
人
、
そ
の
方
の
登
録
さ
れ
て
い
る

健
康
保
険
が
確
実
な
も
の
で
あ
る
か

を
確
認
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い

る
。

答答

オンライン資格認証制度システムと実際に操作する様子
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総務産業・文教厚生常任委員会　町内合同所管事務調査

議会からのたより
第52号

　９月１５日に総務産業常任委員会と文教厚生常任委員会による合同町内所管事務調査が行われ、
午前中は現地調査活動として、丸松北里地区海岸保全整備事業の状況（丸松・北里地区）の状況
のほか４箇所を調査し、午後からは各常任委員会に分かれ、議会審議の参考に資するため、担当
者へ道の駅指定管理状況、野球場の管理状況と今後について事情聴取が行われた。

現地での調査活動

　調査箇所は、急に浸食が進み、令和３年度には町で養
浜として道路災害応急工事を実施した場所で、８月の波
浪により、現場北側 30 ｍが浸食され、今回の工事で砂
よせ、既存の袋根固めの再利用などで対応すると振興局
と協議をしている。

海岸保全整備事業の状況（北里）

　野球場は、昭和 54 年に建設され、４３年が経過し、
耐震補強工事などはしておらず建設当時のままである。
８月の大雨で冠水し、ベンチ及び本部席が浸水したが、
職員で、泥の撤去、消毒を行い復旧。照明設備の自動点
灯盤が経年劣化等により機能していないためキュービク
ルで点灯・消灯している。野球場の状況（幸和）

　工事の進捗状況は、杭打ち、基礎のならしコンクリー
トの打設が終わり、基礎鉄筋の配筋を行っており、９月
16 日には基礎部分の消火水槽と汚水槽の床コンクリート
打設を行う予定。今年度の工程は、45％程度の施工を
予定していたが、25％程度の施工となる予定で、工事は、
当初予定の工期まで完成する予定である。町立診療所建設工事の状況（本町）

　現地視察のみ実施。

道の駅えんべつ富士見の状況（富士見）

【水稲】収量構成要素は㎡当り穂数が平年比 107 ％と多
く、㎡当り籾数も 102% とやや多くなっている。

【酪農・畜産】6 月前半は気温が上がらず、１番牧草の収
量は少なかった。生乳生産は昨年の良質な一番牧草を収
穫できたため、前年比 104.1％だが、飼料高騰と個体販
売の低迷により収支は厳しい状況。作況状況（久光）

※町内所管事務調査（事情聴取）の内容については、
次号掲載を予定。
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議会からのたより
第52号

問答問答

　
10
月
17
日
の
１
日
間
を
会
期
と
し

て
開
催
し
、
補
正
予
算
２
件
の
合
計

２
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◆
町
立
国
保
病
院
医
師
の
採
用
内
定

◆
第
20
回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
の
出
場

【
一
般
会
計
】

◆
生
活
支
援
助
成
券
交
付
金

１
，
２
５
０
万
円
増

◆
福
祉
灯
油
等
購
入
助
成
金

４
２
０
万
円
新
規

◆
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
シ
ス

テ
ム
導
入
業
務
委
託
料

56
万
１
千
円
新
規

◆
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

２
，
０
５
０
万
円
新
規

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
業
務
委
託
料

６
３
２
万
３
千
円
増

生
活
支
援
助
成
券
の
配
布
と『
券
』

で
は
な
い
給
付
は
で
き
な
い
か

生
活
支
援
助
成
券
だ
が
、
配

布
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

本
議
会
議
決
を
さ
れ
た
後
、
速

や
か
に
助
成
券
を
印
刷
発
注

し
て
、
11
月
の
中
ま
で
に
は
、
全
戸

に
配
布
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

助
成
券
の
配
布
は
町
民
と
し

て
は
あ
り
が
た
い
。
今
年
度

は
い
ろ
い
ろ
な
助
成
券
が
町
民
に
配

布
さ
れ
、
き
ち
ん
と
使
う
方
は
使
っ

て
い
る
と
思
う
が
、『
券
』
で
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
。

現
金
の
ほ
う
が
町
民
と
し
て

は
あ
り
が
た
い
と
い
う
部
分

が
あ
る
か
と
思
う
が
、
コ
ロ
ナ
の
交

付
金
事
業
は
、
現
金
給
付
に
な
る
と

国
で
対
象
に
し
な
い
と
な
っ
て
お

り
、
あ
く
ま
で
も
ば
ら
ま
き
に
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
商
品
券

で
あ
れ
ば
各
商
店
で
使
え
る
場
所
が

決
ま
っ
て
く
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た

形
で
な
い
と
交
付
金
事
業
の
対
象
に

な
ら
な
い
。

第
７
回
臨
時
会

行
政
報
告〈
詳
細
は
下
段
〉

主
な
補
正
予
算

補
正
予
算
へ
の
主
な
質
問

町
長
・
教
育
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

町
長
・
教
育
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

第
７
回
臨
時
会

町
立
国
保
病
院
医
師
の
採
用
内
定

　

今
回
、
採
用
が
内
定
を
い
た
し

ま
し
た
医
師
に
つ
き
ま
し
て
は
、

63
歳
の
整
形
外
科
医
師
で
あ
り
ま

し
て
、
認
定
産
業
医
、
そ
し
て
、

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
の
資
格
も
有

し
ま
し
て
、
令
和
５
年
４
月
か
ら

院
長
と
し
て
採
用
す
る
予
定
で
お

り
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
医
師

２
人
体
制
の
確
保
を
目
指
し
ま
し

て
、
町
民
の
皆
様
へ
の
安
定
し
た

診
療
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
尽
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
を

い
た
し
ま
す
。

第
20
回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
の
出
場

　

遠
別
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団

遠
別
イ
ー
グ
ル
ス
は
、
９
月
24
日
、

苫
前
町
で
開
催
さ
れ
た
令
和
４
年

度
留
萌
管
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
小

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
、

男
子
の
部
に
お
い
て
優
勝
し
、
留

萌
管
内
代
表
と
し
て
北
海
道
大
会

へ
の
出
場
が
決
定
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

北
海
道
大
会
は
、
11
月
19
日
、

20
日
、
深
川
市
で
開
催
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

は
、
全
国
大
会
出
場
を
め
ざ
し
て
、

日
頃
の
練
習
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
北
海
道
大
会
の
参
加
に
つ
い

て
「
全
道
・
全
国
大
会
出
場
に
係

る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
補
助
金
交
付
要

綱
」
に
基
づ
き
、
全
道
大
会
出
場

に
係
る
経
費
を
町
長
と
協
議
し
て

助
成
等
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
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シリーズ

◎遠別町の住民をピックアップし、まちの印象や、行政、議会に対しての思いなどをインタビュー
し、議会活動に役立ていきます。

　おもちゃ図書館ちゃちゃさんに取材いたしました。　おもちゃ図書館ちゃちゃさんに取材いたしました。

～おもちゃ図書館はどういうところ？～
　全国に約 400 か所あり、道内では 18か所、留
萌管内では遠別町だけ。おもちゃを通じて、ボラ
ンティアさんと遊んだり、図書館のようにおもちゃ
を借りて帰ることができます。
～どこで、いつやっているの？～
　基本的には月２回、午前 10時から２時間ほど、
ふれあいステーションで開館しています。年齢制
限もありません。（次回は 11月 26日開館予定。）

～何人で運営してるの？～
　館長含め、ボランティア総勢９名で運営しています。
～参加料は？～
　無料です。会費もありません。子どもが来館する際、親の同席も必要なく来館可能です。
～借りたおもちゃを壊した場合は？～
　ここのおもちゃは、譲り受けたものなので、新たなお友達にたくさん遊んでもらい、
最高のフィナーレを迎えたということで、そのまま廃棄いただいて構いません。
～おもちゃ図書館をやろうとうしたきっかけは？～
　おもちゃ図書館とは別に代表を務めている「アート＆クリ
エイト」というサークルが、文部科学省の家庭教育支援チー
ムに指定され、家庭教育力の向上につながる活動ができない
かと考えていた時に、人と交流し、子どもたちの「生きる力」
を育んでいく場をつくろうと思ったのがきっかけです。　
～年代の違うこともたちが交流している様子はどうですか？～
　お互いに気にかけながら、楽しく交流しています。例えば、
「困っている子がいれば、助けてあげよう。」といった、優し
い気持ちで接しているように見えます。遊びを通して、温か
い気持ちが育っていると感じています。
　普段交流のない子供同士も、すぐに仲良くなる。それが子どもの素晴らしい能力だ
と感じていますので、どなたでも安心して遊びにいらしてください。
～今後の取り組みは？～
　町外への出張図書館をやってみたいと思っています。それがきっかけで、参加され
た方に知っていただき、「新たな活動につながれば良いな」と思ってい
ます。

おもちゃ図書館ちゃちゃインスタグラムはこちら

えんべつ町民 独占インタビュー Vol.11

お
も
ち
ゃ
図
書
館
ち
ゃ
ち
ゃ

　
館
長
　
小
林 

由
美
子 

さ
ん
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議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
次の定例会は12月12日頃 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）
　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくはテレビ電話でご確認ください。

あとがき（山下副委員長）

　現在厚生労働省では、屋外でのマスク着用は原則不要

で、人との距離が 2m 確保できず会話する場合にマスク

着用が必要で、また、屋内に関しても距離が 2m 確保でき、

会話をほとんど行わない場合を除き、マスク着用が必要

と指針が出されています。

　諸外国の一部では、マスク着用の義務は

撤廃され日常が戻ってきたと報道されてい

ます。少しずつではありますが、マスクをし

なくていい日が近づいてきたと感じます。

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会
委 員 長　　小森　嘉孝
副委員長　　山下　　悟
委　　員　　白井　金治

10月22日、おもちゃ図書館の開館時に撮影いたしました。

タ イ ト ル 写 真
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